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［
講
演
録
］古

代
日
本
と
南
島

山
　
里
　
純
　
一

は
じ
め
に

　

南
九
州
の
大
隅
半
島
以
南
の
海
上
に
点
在
す
る
島
々
は
、
北
か
ら
大
隅

諸
島
、
ト
カ
ラ
列
島
、
奄
美
諸
島
、
沖
縄
諸
島
、
宮
古
諸
島
、
八
重
山
諸

島
と
呼
ば
れ
、
そ
の
う
ち
の
沖
縄
諸
島
と
、
宮
古
諸
島
・
八
重
山
諸
島
は

琉
球
諸
島
と
呼
ば
れ
ま
す
が
、
大
隅
諸
島
の
北
端
の
種
子
島
か
ら
八
重
山

諸
島
の
最
西
端
の
与
那
国
島
ま
で
の
島
々
は
琉
球
列
島
、
琉
球
弧
と
総
称

さ
れ
、
日
本
古
代
史
の
史
料
で
は
南
島
と
し
て
出
て
き
ま
す
。
南
島
は
、

日
本
古
代
国
家
の
版
図
外
に
置
か
れ
、
律
令
制
が
実
施
さ
れ
な
か
っ
た
地

域
で
す
の
で
、
日
本
古
代
史
料
に
登
場
す
る
機
会
は
き
わ
め
て
少
な
く
、

し
か
も
支
配
す
る
側
の
立
場
で
、
中
華
意
識
に
基
づ
い
て
書
か
れ
て
い
ま

す
の
で
、
日
本
の
国
家
に
対
す
る
南
島
人
の
主
体
的
な
行
動
や
意
図
な
ど

は
記
録
さ
れ
た
文
字
面
か
ら
は
見
え
ま
せ
ん
。
一
方
で
、
沖
縄
島
を
中
心

と
す
る
琉
球
国
で
編
纂
さ
れ
た
最
初
の
正
史
『
中
山
世
鑑
』
の
成
立
は

一
六
五
〇
年
で
す
の
で
、
琉
球
側
の
日
本
古
代
に
相
当
す
る
同
時
代
史
料

は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
よ
う
に
史
料
的
な
制
限
が
あ
る
中
で
、
わ
ず
か
に

残
さ
れ
た
日
本
の
古
代
国
家
側
の
記
録
を
も
と
に
、
現
代
の
考
古
学
の
成

果
も
取
り
入
れ
な
が
ら
、
古
代
の
日
本
と
南
島
と
の
関
係
に
つ
い
て
見
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

一
　
大
和
王
権
と
掖
玖

　（
一
）
掖
玖
（
流
求
）
人
の
来
朝

　

南
島
が
正
史
に
初
め
て
登
場
す
る
の
は
『
日
本
書
紀
』
推
古
天
皇
二
四

年
（
六
一
六
）
条
で
、
掖
玖
人
が
三
月
に
三
人
、
五
月
に
七
人
、
七
月
に

二
〇
人
、
あ
わ
せ
て
三
〇
人
や
っ
て
き
た
が
、
彼
ら
を
朴
井
と
い
う
と
こ

ろ
に
安
置
し
て
お
い
た
と
こ
ろ
、
帰
る
こ
と
が
で
き
な
い
ま
ま
全
員
死
亡

し
た
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
四
年
後
の
推
古
天
皇
二
八
年
（
六
二
〇
）
に

は
掖
玖
人
二
人
が
伊
豆
島
に
「
流
れ
来
た
」
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
『
隋
書
』
の
流
求
伝
に
よ
れ
ば
、
隋
の
煬
帝
は
六
〇
八
年
に
朱

寛
を
流
求
に
遣
わ
し
朝
貢
を
求
め
さ
せ
ま
す
が
、
流
求
は
こ
れ
従
わ
な

か
っ
た
た
め
、
朱
寛
は
流
求
の
「
布
甲
」
を
奪
っ
て
帰
国
し
ま
す
。
そ
こ

に
た
ま
た
ま
居
合
わ
せ
た
倭
国
の
遣
隋
使
が
流
求
の
「
布
甲
」
を
見
て
、

「
こ
れ
は
夷
邪
久
国
人
の
用
い
る
と
こ
ろ
な
り
」
と
言
っ
た
こ
と
が
記
さ

れ
て
い
ま
す
。
夷
邪
久
と
は
『
日
本
書
紀
』
の
掖
玖
と
同
じ
と
思
わ
れ
ま

す
か
ら
、
恐
ら
く
大
和
王
権
の
人
は
正
史
に
登
場
す
る
推
古
二
四
年

（
六
一
六
）
以
前
か
ら
掖
玖
人
に
関
す
る
知
識
を
持
っ
て
い
た
こ
と
が
わ

か
り
ま
す
。

　（
二
）
多
禰
島
人
の
来
朝
と
多
禰
島
調
査

　

そ
の
後
、
舒
明
天
皇
の
時
代
に
も
掖
玖
人
の
来
朝
と
掖
玖
へ
の
派
遣
が

あ
り
ま
す
が
、
当
時
の
掖
玖
と
い
う
用
語
は
屋
久
島
と
い
う
個
別
の
島
を

指
す
の
で
は
な
く
、
版
図
外
の
南
の
島
々
を
漠
然
と
指
す
用
語
と
考
え
た

方
が
よ
い
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

舒
明
天
皇
以
後
、
壬
申
の
乱
と
い
う
内
乱
の
影
響
も
あ
っ
て
、
し
ば
ら
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く
南
島
と
の
関
係
は
中
断
し
ま
す
が
、
天
武
天
皇
六
年
（
六
七
七
）
二
月

に
多
禰
島
の
人
が
来
朝
し
、
飛
鳥
寺
の
西
の
槻
の
下
で
酒
食
の
も
て
な
し

を
受
け
て
い
ま
す
。
こ
こ
に
初
め
て
具
体
的
な
島
の
名
と
し
て
多
禰
嶋
が

出
て
き
ま
す
が
、
こ
れ
は
現
在
の
種
子
島
の
こ
と
と
見
て
よ
い
と
思
わ
れ

ま
す
。

　

二
年
後
の
天
武
八
年
十
一
月
に
、
大
使
と
小
使
を
お
い
た
本
格
的
な
調

査
団
が
多
禰
島
に
派
遣
さ
れ
て
い
ま
す
。
彼
ら
は
約
一
年
十
ヶ
月
滞
在

し
、
天
武
十
年
八
月
に
帰
朝
し
て
い
ま
す
が
、
そ
の
時
「
多
禰
国
図
」
を

提
出
す
る
と
と
も
に
、
風
俗
や
産
物
な
ど
に
つ
い
て
も
詳
細
な
報
告
を

行
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
彼
等
が
連
れ
て
来
た
多
禰
島
人
等
を
飛
鳥
寺
の

西
の
川
辺
で
も
て
な
し
て
い
ま
す
。
天
武
六
年
に
も
多
禰
人
を
飛
鳥
寺
の

西
の
槻
の
下
で
も
て
な
し
て
い
ま
す
が
、
飛
鳥
寺
の
西
側
は
聖
な
る
地
と

さ
れ
、
そ
こ
で
服
属
儀
礼
に
伴
う
宴
会
が
行
わ
れ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

天
武
天
皇
十
一
年
（
六
八
二
）
に
も
多
禰
人
・
掖
玖
人
・
阿
麻
弥
人
が

来
朝
し
、
禄
を
賜
っ
て
い
ま
す
。
多
禰
人
は
種
子
島
の
人
、
掖
玖
人
は
推

古
・
舒
明
朝
に
出
て
き
た
掖
玖
と
は
違
っ
て
屋
久
島
の
人
と
考
え
ら
れ
ま

す
。
阿
麻
弥
人
は
奄
美
大
島
の
人
で
、
屋
久
島
と
奄
美
大
島
の
人
が
来
朝

す
る
の
は
こ
れ
が
初
め
て
で
、
南
島
の
朝
貢
圏
が
奄
美
大
島
ま
で
拡
大
し

た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

こ
の
後
、
天
武
天
皇
十
二
年（
六
八
三
）に
、
ま
た
持
統
天
皇
九
年

（
六
九
五
）三
月
に
も
多
禰
島
に
使
い
が
派
遣
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ

う
に
多
禰
嶋
へ
の
派
遣
が
多
い
の
は
、
大
和
王
権
が
当
時
、
多
禰
島
を
南

島
支
配
の
拠
点
と
し
よ
う
と
し
た
か
ら
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
ま
す
。

二
　
律
令
国
家
と
南
島

　（
一
）
元
日
朝
賀
の
儀
と
蕃
夷
の
使
者

　

大
宝
元
年
（
七
〇
一
）
に
大
宝
律
令
が
完
成
・
施
行
さ
れ
、
日
本
は
律

令
制
に
も
と
づ
く
国
家
（
律
令
国
家
）
と
な
り
ま
す
。
そ
の
年
の
正
月
元

日
に
は
、
天
皇
が
大
極
殿
に
出
て
朝
賀
を
受
け
る
儀
礼
が
行
わ
れ
ま
し
た

が
、
そ
の
時
に
は
正
門
に
烏
形
の
幡
、
左
に
日
像
・
青
龍
・
朱
雀
の
幡
、

右
に
月
像
・
玄
武
・
白
虎
の
幡
を
立
て
、「
蕃
夷
の
使
者
」
を
左
右
に
並

ば
せ
る
と
い
う
、
こ
れ
ま
で
に
な
い
も
の
で
し
た
。
そ
の
場
で
「
蕃
夷
の

使
者
」
を
並
び
立
た
せ
た
の
は
中
華
思
想
を
顕
現
す
る
た
め
で
あ
り
、
そ

の
こ
と
を
実
現
す
る
た
め
に
す
で
に
数
年
前
か
ら
「
蕃
夷
の
使
者
」
を
京

に
集
め
て
い
ま
し
た
。
す
な
わ
ち
文
武
天
皇
四
年
（
七
〇
〇
）
五
月
の
遣

新
羅
使
の
派
遣
を
受
け
て
、
十
一
月
に
は
新
羅
使
が
来
朝
し
て
い
ま
す
。

ま
た
文
武
天
皇
二
年
（
六
九
八
）
十
月
に
は
、
人
数
は
不
明
な
が
ら
睦
奥

の
蝦
夷
が
方
物
を
貢
し
、
翌
三
年
（
六
九
九
）
四
月
に
は
、
来
朝
し
た
越

後
の
蝦
狄
一
百
六
人
に
爵
を
賜
っ
て
い
ま
す
。

　

南
島
人
の
場
合
は
、
文
武
天
皇
二
年
（
六
九
八
）
四
月
に
、
南
島
に
国

を
覓も

と

め
る
使
い
が
遣
わ
さ
れ
ま
す
。
こ
の
時
の
使
は
「
覓く
に
ま
ぎ
の
つ
か
い

国
使
」
と
呼

ば
れ
ま
し
た
が
、
翌
三
年
七
月
に
、
多
褹
・
夜
久
・
菴
美
・
度
感
等
の
人

を
伴
っ
て
帰
朝
し
て
い
ま
す
。
多
褹
は
種
子
島
、
夜
久
は
屋
久
島
、
菴
美

は
奄
美
大
島
、
そ
し
て
度
感
と
い
う
の
は
徳
之
島
の
こ
と
で
す
。『
続
日

本
紀
』
は
、
特
に
「
度
感
島
、
中
国
に
通
ず
る
は
是
に
始
ま
る
」
と
記
し

て
い
ま
す
が
、
こ
こ
で
の
中
国
と
は
日
本
の
大
和
王
権
の
こ
と
で
、
こ
う

し
た
表
現
に
も
当
時
の
支
配
層
の
中
華
意
識
が
見
ら
れ
ま
す
。
徳
之
島
の
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入
朝
を
覓
国
使
の
成
果
と
し
て
特
に
強
調
し
て
い
る
の
は
、
覓
国
使
の
派

遣
の
目
的
の
一
つ
が
朝
貢
圏
の
拡
大
に
あ
っ
た
こ
と
を
う
か
が
わ
せ
ま

す
。
た
だ
喜
界
島
の
こ
と
が
全
く
出
て
こ
な
い
の
は
不
審
で
す
が
、
喜
界

島
は
奄
美
大
島
か
ら
東
方
に
位
置
し
て
い
る
た
め
あ
え
て
行
か
ず
、
よ
り

遠
い
南
の
島
を
目
指
し
た
結
果
、
徳
之
島
へ
到
着
し
た
可
能
性
が
あ
り
ま

す
。

　

こ
の
よ
う
に
大
宝
元
年
の
元
日
に
合
わ
せ
て
集
め
ら
れ
た
新
羅
人
、
蝦

夷
・
蝦
狄
、
南
島
人
が
「
蕃
夷
の
使
者
」
と
し
て
朝
賀
の
儀
礼
で
大
極
殿

の
前
庭
の
左
右
に
「
陳
列
」
さ
れ
た
わ
け
で
す
。

　（
二
）
多
褹
嶋
の
建
国
と
南
島
圏
の
拡
大

　

大
和
政
権
下
で
登
場
す
る
多
禰
島
は
、
版
図
外
の
種
子
島
を
指
し
て
い

ま
し
た
が
、
律
令
国
家
に
な
る
と
一
つ
の
行
政
区
と
し
て
設
置
さ
れ
ま

す
。
そ
れ
を
示
唆
す
る
の
が
『
続
日
本
紀
』
慶
雲
三
年
（
七
〇
六
）
七
月

条
に
見
え
る
、
大
宰
府
が
管
轄
す
る
「
九
国
三
嶋
」
と
い
う
記
述
で
す
。

九
国
と
は
九
州
島
の
、
筑
前
・
筑
後
・
豊
前
・
豊
後
・
肥
前
・
肥
後
・
大

隅
・
日
向
・
薩
摩
の
国
で
す
。
三
嶋
の
う
ち
二
嶋
は
従
来
か
ら
の
対
馬
嶋

と
壱
岐
嶋
で
す
。
残
る
一
嶋
が
多
褹
嶋
で
す
。
そ
れ
は
後
の
史
料
に
「
大

隅
・
薩
摩
・
壱
岐
・
対
馬
・
多
褹
等
の
国
の
官
人
」
と
か
「
志
摩
国
并
壱

伎
・
対
馬
・
多
褹
三
嶋
」
と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
で
す
。

天
平
五
年
（
七
三
二
）
の
史
料
に
よ
れ
ば
多
褹
嶋
に
は
熊
毛
郡
、
益
救
郡
、

能
満
郡
の
三
つ
の
郡
が
存
在
し
て
い
ま
す
が
、
益
救
の
語
は
ヤ
ク
と
読
み

屋
久
島
に
あ
っ
た
郡
と
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
多
褹
嶋
は
種
子
島
と
屋
久

島
を
合
わ
せ
た
行
政
区
だ
っ
た
よ
う
で
す
。
但
し
霊
亀
元
年
（
七
一
五
）

の
史
料
で
は
「
南
島
の
奄
美
、
夜
久
、
度
感
」
と
あ
り
、
夜
久
（
屋
久

島
）
は
ま
だ
南
島
の
一
部
で
す
の
で
、
多
褹
嶋
に
吸
収
さ
れ
た
の
は
そ
の

後
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
の
多
褹
嶋
は
天
長
元
年
（
八
二
四
）
に

廃
止
さ
れ
、
種
子
島
と
屋
久
島
は
大
隅
国
に
編
入
さ
れ
ま
す
が
、
こ
の
よ

う
に
種
子
島
と
屋
久
島
が
律
令
国
家
の
一
つ
の
行
政
区
に
な
っ
た
後
は
、

南
島
と
言
え
ば
奄
美
島
以
南
の
島
々
を
指
す
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

和
銅
七
年
（
七
一
四
）
十
二
月
に
、
太
朝
臣
遠
建
治
ら
が
南
島
の
奄

美
・
信
覚
・
球
美
な
ど
の
島
人
五
二
人
を
率
い
て
帰
朝
し
て
い
ま
す
。
そ

し
て
年
が
明
け
霊
亀
元
年
（
七
一
五
）
の
元
日
に
、
天
皇
が
大
極
殿
に
出

て
朝
賀
を
受
け
る
時
に
、
陸
奥
・
出
羽
の
蝦
夷
な
ら
び
に
南
島
の
奄
美
、

夜
久
、
度
感
、
信
覚
、
球
美
等
の
人
が
方
物
を
貢
し
て
い
ま
す
。
恐
ら
く

太
朝
臣
遠
建
治
ら
は
、
霊
亀
元
年
元
日
の
朝
賀
の
儀
に
間
に
合
う
よ
う
に

事
前
に
南
島
に
派
遣
さ
れ
、
十
二
月
に
南
島
人
を
連
れ
て
来
た
こ
と
が
わ

か
り
ま
す
。
奄
美
（
奄
美
大
島
人
）・
夜
久
（
屋
久
島
人
）・
度
感
（
徳
之

島
人
）
は
こ
れ
ま
で
も
来
朝
し
て
い
ま
す
が
、
信
覚
人
と
球
美
人
の
来
朝

は
こ
の
時
が
初
め
て
で
す
。
新
井
白
石
は
球
美
を
久
米
島
に
、
信
覚
を
石

垣
島
に
比
定
し
て
い
ま
す
が
、
特
に
信
覚
に
つ
い
て
は
疑
問
を
唱
え
る
研

究
者
も
多
く
、
明
確
に
な
っ
た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
信
覚
を

石
垣
島
以
外
に
求
め
る
こ
と
も
困
難
で
す
。

　

霊
亀
元
年
の
元
日
は
後
の
聖
武
天
皇
の
首
皇
子
が
皇
太
子
と
し
て
臨
む

最
初
の
朝
賀
で
、『
続
日
本
紀
』
に
は
瑞
雲
が
現
れ
、
天
下
に
大
赦
を
命

じ
叙
位
を
行
う
詔
を
出
し
た
こ
と
が
見
え
、
首
皇
子
の
立
太
子
を
印
象
づ

け
る
特
別
な
朝
賀
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
た
め
に
こ
れ
ま
で
以
上

に
遠
く
の
南
島
人
の
来
朝
を
実
現
さ
せ
よ
う
と
し
た
意
図
が
あ
っ
た
の
で

は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
ま
す
。
よ
り
遠
く
か
ら
蕃
夷
の
者
が
や
っ
て
く
る
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こ
と
は
中
華
思
想
を
顕
現
す
る
た
め
に
は
都
合
が
よ
い
か
ら
で
す
。

　（
三
）
南
島
人
の
単
独
来
朝

　
『
続
日
本
紀
』
に
よ
れ
ば
、
養
老
四
年
（
七
二
〇
）
十
二
月
に
は
、
南

島
人
二
三
二
人
が
来
朝
し
、
七
年
後
の
神
亀
四
年
（
七
二
七
）
十
一
月
に

は
一
三
二
人
の
南
島
人
が
来
朝
し
、
そ
れ
ぞ
れ
位
を
賜
っ
た
こ
と
が
見
え

ま
す
。
こ
れ
ら
の
記
事
は
、
南
島
へ
派
遣
さ
れ
た
使
人
が
帰
り
に
南
島
人

を
連
れ
て
き
た
従
来
の
も
の
と
は
異
な
り
、
南
島
人
が
主
体
的
に
日
本
に

や
っ
て
来
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
す
。
来
朝
し
た
南
島
人
の
人
数
か
ら
し

て
、
あ
る
特
定
の
島
の
人
が
一
度
に
来
朝
し
た
も
の
と
は
思
わ
れ
な
い
の

で
、
複
数
の
島
の
人
が
共
同
で
来
朝
し
た
こ
と
を
推
測
さ
せ
ま
す
。
し
か

も
入
朝
を
認
め
ら
れ
た
確
証
は
な
く
、
恐
ら
く
こ
の
時
の
授
位
は
大
宰
府

に
お
い
て
行
わ
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

南
島
人
が
主
体
的
に
日
本
に
行
く
場
合
、
そ
の
目
的
は
あ
く
ま
で
交
易

で
あ
っ
て
、
南
島
の
産
物
を
持
参
し
た
と
思
わ
れ
ま
す
。
も
し
そ
う
だ
と

す
れ
ば
、
南
島
社
会
に
お
い
て
、
産
物
の
選
定
や
調
達
、
船
の
用
意
や
人

の
差
配
、
島
と
島
と
の
連
絡
調
整
な
ど
を
可
能
に
す
る
、
指
示
す
る
人
と

従
う
人
と
い
う
身
分
階
層
の
存
在
が
想
定
さ
れ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
来
朝
し
た
南
島
人
に
対
し
て
位
を
授
け
た
り
、
物
を
賜
っ
た
り
し

て
い
ま
す
。
律
令
制
の
施
行
さ
れ
な
い
と
こ
ろ
で
は
位
階
を
授
け
ら
れ
た

と
こ
ろ
で
実
質
的
な
有
効
性
は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
が
、
賜
物
は
南
島

で
は
、
見
た
こ
と
も
な
い
、
ま
た
手
に
し
え
な
い
品
物
で
あ
っ
た
で
し
ょ

う
か
ら
、
島
の
有
力
者
の
手
に
渡
り
「
威
信
財
」
と
し
て
の
効
能
を
持
っ

た
に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

　

こ
の
よ
う
に
見
て
く
る
と
八
世
紀
の
南
島
は
階
層
社
会
で
あ
っ
た
と
考

え
ら
れ
ま
す
。

　

と
こ
ろ
が
こ
の
時
代
は
沖
縄
の
伝
統
的
な
時
代
区
分
で
は
「
貝
塚
時

代
」
後
期
後
半
に
相
当
し
、
未
だ
採
集
経
済
の
段
階
に
あ
っ
た
と
考
え
ら

れ
て
い
ま
し
て
、
日
本
古
代
の
史
料
か
ら
見
る
社
会
の
イ
メ
ー
ジ
と
は
大

き
な
隔
た
り
が
あ
り
ま
す
が
、
い
ず
れ
に
し
て
も
重
要
な
問
題
提
起
に
つ

な
が
り
ま
す
。

　

以
上
、
日
本
の
正
史
に
登
場
す
る
南
島
お
よ
び
南
島
人
に
つ
い
て
時
系

列
に
見
て
き
ま
し
た
が
、
国
家
の
支
配
者
側
で
書
か
れ
た
史
料
で
す
か

ら
、
南
島
人
が
「
来
朝
す
」「
方
物
を
貢
す
」
と
あ
る
の
を
文
字
通
り
受

け
と
め
る
の
で
は
な
く
、
南
島
人
の
立
場
か
ら
す
れ
ば
あ
く
ま
で
交
易
を

目
的
と
し
た
接
触
・
交
流
と
し
て
意
識
さ
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
思

わ
れ
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
そ
の
南
島
人
の
来
朝
に
つ
い
て
は
、
神
亀
四
年

（
七
二
七
）
の
記
事
を
最
後
に
見
え
な
く
な
り
ま
す
。

　（
四
）
南
島
牌
の
設
置

　

天
平
勝
宝
六
年
（
七
五
四
）
に
は
、
故
小
野
朝
臣
老
が
大
宰
府
の
大
弐

で
あ
っ
た
時
の
、
天
平
七
年
（
七
三
五
）
に
、
高
橋
連
牛
養
と
い
う
人
を

南
島
に
派
遣
し
て
設
置
し
た
牌
が
、
年
月
を
経
て
朽
ち
て
壊
れ
て
し
ま
っ

て
い
る
た
め
、
大
宰
府
に
対
し
て
元
の
よ
う
に
牌
を
修
復
す
る
よ
う
命
じ

て
い
ま
す
。
こ
れ
は
鑑
真
を
伴
っ
て
南
島
経
由
で
帰
国
し
た
遣
唐
使
が
復

命
の
際
に
、
南
島
の
牌
が
朽
ち
て
役
に
立
た
な
か
っ
た
こ
と
を
申
し
上
げ

た
の
で
し
ょ
う
。
そ
れ
を
受
け
て
の
対
応
だ
と
思
わ
れ
ま
す
。
南
島
に
設

置
さ
れ
た
牌
に
は
、
島
の
名
称
、
船
の
停
泊
処
お
よ
び
水
の
在あ

り
か処
、
次
の

島
ま
で
の
行
程
な
ど
が
記
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
、
南
島
牌
は
、
あ
く
ま
で
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も
遣
唐
使
が
帰
路
に
南
島
の
ど
こ
か
の
島
に
漂
着
し
た
時
に
、
帰
国
の
道

し
る
べ
と
し
て
立
て
ら
れ
た
も
の
で
す
が
、
往
路
に
あ
た
っ
て
も
役
立
つ

も
の
で
あ
っ
た
は
ず
で
す
。

　

こ
の
南
島
牌
は
、
設
置
す
る
こ
と
を
「
樹
て
る
」
と
表
現
し
て
い
る
こ

と
や
、「
年
月
が
経
っ
て
朽
ち
て
い
る
」
と
い
う
記
述
か
ら
し
て
、
木
製

だ
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
今
の
と
こ
ろ
南
島
の
ど
の
島
か
ら
も
、
そ
の

よ
う
な
牌
は
発
見
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

　
『
続
日
本
紀
』
天
平
勝
宝
六
年
（
七
五
四
）
三
月
条
に
、
遣
唐
使
船
が

阿
児
奈
波
島
（
沖
縄
島
）
に
到
着
し
た
後
、
第
一
船
が
「
奄
美
島
」
を
目

指
し
て
出
航
し
た
が
途
中
行
方
不
明
に
な
っ
た
と
あ
る
の
を
最
後
に
南
島

に
関
す
る
語
や
記
事
は
正
史
か
ら
姿
を
消
し
ま
す
。

　

そ
の
後
は
、
平
安
時
代
中
期
の
九
二
七
年
成
立
の
『
延
喜
式
』
に
見

え
、「
南
島
牌
」
の
こ
と
が
「
雑
式
」
に
、「
赤
木　

南
島
進
む
る
所
」
と

い
う
記
事
が
「
民
部
省
式
」
に
、
遣
唐
使
船
の
乗
船
者
と
し
て
「
新
羅
奄

美
訳
語
」
の
語
が
「
大
蔵
省
式
」
に
そ
れ
ぞ
れ
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ

れ
以
外
で
は
、
平
安
中
期
の
年
中
行
事
書
『
本
朝
月
令
』
に
、
口
噛
み
の

神
酒
の
造
り
方
に
つ
い
て
書
か
れ
た
箇
所
に
「
南
島
人
」
の
語
が
見
え
る

の
み
で
す
。三

　
南
島
の
貢
進
・
交
易
物
と
用
途

　

日
本
列
島
の
中
で
は
、
南
島
で
し
か
採
れ
な
い
産
物
が
あ
り
ま
す
。
そ

の
産
物
の
貢
進
お
よ
び
交
易
を
め
ぐ
っ
て
古
代
国
家
と
南
島
と
の
関
係
が

生
ま
れ
ま
す
。

　

古
代
の
大
宰
府
跡
か
ら
奈
良
時
代
の
も
の
と
推
定
で
き
る
、
木
偏
に

「
奄
」
の
字
の
「

美
嶋
」
と
書
か
れ
た
も
の
と
「
伊
藍
嶋
」
と
書
か
れ

た
木
簡
が
出
土
し
ま
し
た
。
上
の
部
分
に
切
り
込
み
が
あ
る
こ
と
か
ら
何

ら
か
の
物
品
に
く
く
り
つ
け
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。「

美

嶋
」
は
奄
美
大
島
、「
伊
藍
嶋
」
は
沖
永
良
部
島
と
推
定
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
こ
れ
ら
の
島
で
作
製
さ
れ
た
荷
札
で
は
な
く
、
大
宰
府
で
整
理
の
た

め
に
付
け
ら
れ
た
物
品
付
札
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
こ
の
木
簡
の

出
土
に
よ
り
、
奈
良
時
代
に
南
島
の
、
あ
る
物
品
が
確
実
に
大
宰
府
へ
運

ば
れ
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
と
な
り
ま
し
た
。
肝
心
の
物
品
の
名
称
が
書

か
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
部
分
が
欠
損
し
て
い
る
た
め
確
定
は
で
き
ま
せ

ん
が
、
ま
ず
は
南
島
の
産
物
に
ど
う
い
う
も
の
が
あ
る
か
検
討
し
て
み
た

い
と
思
い
ま
す
。

①
赤
木

　

南
島
の
産
物
と
し
て
第
一
に
考
え
ら
れ
る
の
が
赤
木
で
す
。
九
二
七
年

に
完
成
し
奏
上
さ
れ
た
『
延
喜
式
』
の
「
民
部
省
」
に
は
、「
年
料
別
貢

雑
物
」
と
い
う
毎
年
諸
国
が
中
央
へ
納
め
な
け
れ
ば
な
な
ら
な
い
品
目
が

定
め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
大
宰
府
が
貢
上
す
べ
き
品
目
の
中
に
赤
木
が
見

え
ま
す
。
そ
の
注
に
「
南
島
進
む
る
所
」
と
あ
り
ま
し
て
、
赤
木
が
南
島

産
で
あ
っ
た
こ
と
が
明
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
数
量
に
つ
い
て
は
特
に
定
め

ず
、「
得
る
に
随
う
」
す
な
わ
ち
入
手
し
た
分
で
よ
い
と
い
う
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　
『
延
喜
式
』
に
は
他
の
箇
所
に
も
、
こ
れ
に
対
応
す
る
記
事
が
あ
り
ま

す
。「
内
蔵
寮
」
に
は
、
内
蔵
寮
に
諸
国
か
ら
毎
年
貢
進
さ
れ
て
く
る
品

目
の
中
に
「
大
宰
府
進
む
る
所
」
と
し
て
「
赤
木
廿
村
（
増
減
有
り
）」

と
見
え
ま
す
。
こ
れ
は
「
民
部
省
」
の
規
定
と
対
応
関
係
に
あ
る
こ
と
は
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明
ら
か
で
す
。
赤
木
の
数
量
を
二
十
村
と
し
な
が
ら
、
そ
の
数
は
年
に

よ
っ
て
増
減
が
あ
る
こ
と
を
注
記
し
て
い
る
の
は
、「
民
部
省
」
に
「
其

の
数
得
る
に
随
う
」
と
あ
る
の
と
対
応
し
て
い
ま
す
。
し
た
が
っ
て
南
島

の
赤
木
は
大
宰
府
か
ら
中
央
へ
貢
進
さ
れ
、
恐
ら
く
民
部
省
で
勘
会
を
受

け
た
後
、
内
蔵
寮
へ
運
ば
れ
保
管
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

　

ま
た
「
内
記
」
の
「
装
束
位
記
式
」
に
よ
れ
ば
、
神
の
位
記
お
よ
び
三

位
以
上
は
黄
楊
軸
、
親
王
の
位
記
は
赤
木
軸
、
臣
下
で
三
位
以
上
は
黄
楊

軸
、
五
位
以
上
は
厚
朴
軸
と
あ
り
ま
す
。
位
記
と
は
、
位
を
授
け
る
際
に

発
行
さ
れ
る
公
文
書
で
、
そ
れ
が
軸
物
に
な
っ
て
い
た
わ
け
で
す
が
、
こ

れ
ら
の
軸
は
内
匠
寮
か
ら
受
け
取
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
内

匠
寮
式
を
見
る
と
、
こ
れ
に
対
応
す
る
条
文
が
確
認
さ
れ
ま
す
。
内
記
局

か
ら
申
請
さ
れ
る
軸
は
毎
年
十
二
月
に
充
て
行
う
、
と
あ
り
ま
す
。
こ
れ

ら
の
『
延
喜
式
』
の
記
事
か
ら
、
南
島
の
赤
木
は
ま
ず
大
宰
府
へ
運
ば
れ
、

年
料
別
貢
雑
物
と
し
て
中
央
へ
送
ら
れ
て
内
蔵
寮
へ
納
め
ら
れ
、
そ
し
て

内
匠
寮
で
軸
に
加
工
さ
れ
た
後
、
内
記
局
に
送
ら
れ
て
親
王
の
位
記
軸
と

し
て
用
い
ら
れ
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

　

赤
木
の
用
途
と
し
て
は
、
そ
の
他
に
、
経
巻
の
軸
、
倭
琴
、
太
刀
の

柄
、
櫛
な
ど
に
用
い
ら
れ
た
こ
と
が
文
献
に
見
え
ま
す
。
こ
れ
ら
が
南
島

の
赤
木
で
あ
っ
た
か
ど
う
か
は
、
親
王
位
記
軸
の
よ
う
に
明
確
な
史
料
的

裏
付
け
が
な
く
断
定
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
例
え
ば
「
倭
琴
」
の
場
合
は
、

源
経
頼
の
『
左
経
記
』
長
元
二
年
（
一
〇
三
四
）
十
月
条
に
、「
赤
木
倭

琴
」
に
つ
い
て
「
件
の
赤
木
、
筑
紫
に
在
り
。
前
日
献
す
る
所
な
り
」
と

あ
り
ま
す
の
で
、「
筑
紫
（
九
州
）」
か
ら
献
上
さ
れ
た
赤
木
が
南
島
か
ら

取
り
寄
せ
た
も
の
で
あ
る
可
能
性
は
十
分
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

南
島
か
ら
貢
進
さ
れ
た
赤
木
と
称
さ
れ
る
樹
木
に
つ
い
て
は
、
二
と
お

り
の
解
釈
が
考
え
ら
れ
ま
す
。
一
つ
は
、
ア
カ
ギ
の
和
名
を
も
つ
ト
ウ
ダ

イ
グ
サ
科
の
熱
帯
性
の
半
落
葉
高
木
樹
木
で
、
も
う
一
つ
は
、
芯
の
赤
い

木
の
総
称
で
す
。
し
か
し
日
本
本
州
に
も
生
育
す
る
芯
の
赤
い
木
を
わ
ざ

わ
ざ
南
島
か
ら
取
り
寄
せ
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
日
本
列
島
で
は

南
島
に
し
か
生
育
し
な
い
ト
ウ
ダ
イ
グ
サ
科
の
ア
カ
ギ
と
す
る
解
釈
が
妥

当
で
あ
ろ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。
南
島
産
の
ア
カ
ギ
は
、
史
料
に
「
紫
檀

赤
木
」
と
書
か
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
、
紫
檀
な
ど
の
高
級
木
材
の

代
用
材
と
し
て
用
い
ら
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

南
島
の
赤
木
は
大
和
の
貴
族
の
間
で
も
重
宝
さ
れ
た
よ
う
で
、
藤
原
実

資
の
日
記
『
小
右
記
』
の
長
元
二
年
（
一
〇
二
九
年
）
八
月
条
に
よ
れ

ば
、
大
隅
国
の
住
人
の
藤
原
良
孝
か
ら
贈
ら
れ
て
き
た
進
物
の
中
に
「
赤

木
二
切
」
見
え
ま
す
が
、
良
孝
は
恐
ら
く
商
人
を
介
し
て
南
島
の
赤
木
も

入
手
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
当
時
そ
う
し
た
商
人
が
存
在
し
た
こ

と
は
、
十
一
世
紀
頃
の
成
立
と
み
ら
れ
る
『
新
猿
楽
記
』
に
商
人
の
首
領

と
し
て
八
郎
真
人
の
こ
と
が
書
か
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
う
か
が
え
ま

す
。

　

時
代
は
下
り
ま
す
が
、
一
二
四
四
年
に
書
か
れ
た
『
漂
到
流
球
国
記
』

に
よ
れ
ば
、
中
国
へ
渡
航
途
中
漂
着
し
た
と
こ
ろ
が
人
を
食
う
鬼
の
住
む

流
球
国
で
あ
る
こ
と
を
知
り
、
絶
望
感
を
抱
き
な
が
ら
も
、
そ
こ
に
あ
る

赤
木
を
切
り
出
し
て
船
に
積
み
込
ん
で
い
ま
す
。
し
か
し
結
局
は
、
祟
り

を
恐
れ
て
海
中
に
投
げ
捨
て
ま
す
が
、
そ
こ
に
は
赤
木
に
対
す
る
異
常
な

ま
で
の
執
着
が
見
て
取
れ
ま
す
。
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②
ヤ
コ
ウ
ガ
イ

　

ヤ
コ
ウ
ガ
イ
は
リ
ュ
ウ
テ
ン
サ
ザ
エ
科
の
巻
貝
で
、
世
界
中
で
ヤ
コ
ウ

ガ
イ
が
生
育
す
る
地
域
は
、
奄
美
・
沖
縄
諸
島
、
フ
ィ
リ
ッ
ピ
ン
群
島
、

イ
ン
ド
洋
の
ア
ン
ダ
マ
ン
・
ニ
コ
バ
ル
地
方
の
三
地
域
に
限
ら
れ
ま
す
。

日
本
と
中
国
に
お
い
て
は
最
も
近
い
ヤ
コ
ウ
ガ
イ
の
生
育
地
域
が
奄
美
・

沖
縄
諸
島
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

　

ヤ
コ
ウ
ガ
イ
の
用
途
と
し
て
は
、
古
代
貴
族
の
間
で
珍
重
さ
れ
た
、
酒

を
飲
む
杯
（
盃
）
が
あ
り
ま
す
。
た
と
え
ば
『
枕
草
子
』
に
は
、「
公
卿
・

殿
上
人
、
か
は
り
が
は
り
盃
と
り
て
は
、
は
て
に
は
屋
久
貝
と
い
ふ
物
し

て
飲
み
立
つ
」
と
見
え
ま
す
。
ま
た
儀
式
の
中
で
も
「
螺
盃
」
が
用
い
ら

れ
て
い
ま
す
。
奄
美
大
島
の
ヤ
コ
ウ
ガ
イ
遺
跡
で
は
貝
匙
と
言
っ
て
ス

プ
ー
ン
状
に
加
工
さ
れ
た
も
の
が
作
ら
れ
、
島
外
へ
移
出
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
こ
れ
が
「
螺
盃
」
と
し
て
用
い
ら
れ
た
の
か
、
あ
る
い
は
ヤ
コ
ウ
ガ

イ
の
貝
殻
そ
の
も
の
で
あ
っ
た
の
か
、
文
献
史
料
に
出
て
く
る
ヤ
コ
ウ
ガ

イ
の
杯
（
盃
）
の
実
態
に
つ
い
て
は
よ
く
わ
か
っ
て
い
ま
せ
ん
。
た
だ
絵

巻
の
中
の
「
螺
盃
」
は
丸
み
を
帯
び
た
も
の
の
よ
う
に
描
か
れ
て
い
ま
す

の
で
、
貝
匙
で
は
な
い
よ
う
な
感
じ
が
し
ま
す
。

　

ヤ
コ
ウ
ガ
イ
の
殻
の
中
の
部
分
は
光
沢
が
あ
り
ま
す
の
で
、
建
物
の
壁

の
装
飾
と
し
て
も
用
い
ら
れ
て
い
ま
す
。『
う
つ
ほ
物
語
』
に
は
、
楼
の

白
い
部
分
に
「
や
く
貝
を
舂
き
ま
ぜ
て
塗
り
た
れ
バ
、
き
ら
き
ら
ト
す
」

と
、
ヤ
コ
ウ
ガ
イ
の
殻
片
が
斑
状
に
光
る
光
景
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
ヤ
コ
ウ
ガ
イ
は
何
と
い
っ
て
も
器
物
に
嵌
め
込
み
飾
り
と
と
す

る
螺
鈿
に
お
い
て
最
大
限
に
生
か
さ
れ
ま
し
た
。
国
内
に
お
い
て
は
中
尊

寺
の
金
色
堂
、
法ほ

う
じ
ょ
う
じ

成
寺
や
平
等
院
鳳
凰
堂
の
仏
教
施
設
の
装
飾
に
螺
鈿
が

用
い
ら
れ
て
い
ま
す
。
中
尊
寺
金
色
堂
の
昭
和
の
修
理
で
は
螺
鈿
が
剥
落

し
て
な
く
な
っ
て
い
る
螺
鈿
を
補
充
す
る
だ
け
で
も
琉
球
か
ら
五
〇
〇
個

の
ヤ
コ
ウ
ガ
イ
を
取
り
寄
せ
た
よ
う
で
す
の
で
、天
治
元
年（
一
一
二
四
）

の
金
色
堂
建
立
に
あ
た
っ
て
は
相
当
数
の
ヤ
コ
ウ
ガ
イ
殻
が
運
ば
れ
た

こ
と
が
推
測
さ
れ
ま
す
。
後
世
、
琉
球
か
ら
中
国
へ
も
、
康
煕
元
年

（
一
四
二
五
）に
八
、五
三
三
個
、宣
徳
六
年（
一
四
三
一
）に
一
二
、二
〇
〇

個
、
宣
徳
九
年（
一
四
三
四
）に
八
、五
〇
〇
個
、
万
暦
二
四
年（
一
五
九
六
）

に
三
、〇
〇
〇
個
と
螺
殻
が
貢
進
さ
れ
た
こ
と
が
記
録
さ
れ
て
お
り
、
螺

鈿
細
工
に
お
け
る
ヤ
コ
ウ
ガ
イ
の
受
容
が
い
か
に
高
か
っ
た
が
わ
か
り
ま

す
。

　

一
九
九
一
年
、
奄
美
大
島
の
土
盛
マ
ツ
ノ
ト
遺
跡
で
砂
丘
の
下
か
ら
大

量
の
ヤ
コ
ウ
ガ
イ
の
貝
殻
が
見
つ
か
り
ま
し
た
が
、
そ
の
後
も
、
用
見
崎

遺
跡
で
も
同
様
な
発
見
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
貝
殻
は
貝
の
中
身
を

食
べ
残
滓
を
捨
て
た
場
所
で
は
な
く
、
交
易
の
た
め
に
貝
殻
を
意
図
的
に

集
め
置
か
れ
た
遺
跡
の
可
能
性
が
指
摘
さ
れ
注
目
を
集
め
ま
し
た
。
こ
れ

ら
の
遺
跡
で
は
ヤ
コ
ウ
ガ
イ
の
貝
殻
を
刳
り
貫
い
て
作
っ
た
貝
匙
も
出
土

し
て
い
ま
し
た
が
、
万
屋
泉
川
遺
跡
、
和
野
長
浜
金
久
遺
跡
で
も
貝
匙
が

出
土
し
、
小
湊
フ
ワ
ガ
ネ
ク
遺
跡
で
は
貝
匙
製
作
の
工
程
が
わ
か
る
製
作

跡
も
見
つ
か
っ
て
い
ま
す
。
た
だ
発
見
さ
れ
た
遺
跡
の
帰
属
年
代
と
日
本

に
お
け
る
消
費
時
期
と
は
必
ず
し
も
一
致
せ
ず
問
題
は
残
り
ま
す
が
、
南

島
の
ヤ
コ
ウ
ガ
イ
が
島
外
の
国
の
人
々
と
の
交
易
に
利
用
さ
れ
て
い
た
こ

と
は
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

③
檳
榔

　

檳
榔
と
書
い
て
ビ
ロ
ウ
と
読
み
ま
す
。
古
名
は
あ
じ
ま
さ
で
、
沖
縄
で
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は
ク
バ
と
言
い
ま
す
。

　

ビ
ロ
ウ
の
用
途
と
し
て
は
、
ま
ず
扇
が
あ
り
ま
す
。『
続
日
本
紀
』
宝

亀
八
（
七
七
七
）
年
五
月
二
三
日
条
に
は
、
渤
海
の
使
が
帰
国
に
際
し
王

へ
の
み
や
げ
に
と
「
檳
榔
扇
」
を
所
望
し
た
た
め
、
本
来
の
賜
物
と
は
別

に
、
追
加
し
て
「
檳
榔
扇
十
枝
」
を
贈
っ
た
こ
と
が
見
え
ま
す
。
ま
た

『
延
喜
式
』
に
よ
れ
ば
、
天
皇
の
御
飯
を
さ
ま
す
時
に
は
わ
ざ
わ
ざ
檳
榔

扇
が
用
い
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

ビ
ロ
ウ
は
馬
蓑
に
も
用
い
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
馬
も
天
皇
が
乗
る
馬

で
は
な
か
っ
た
か
と
思
わ
れ
ま
す
。
さ
ら
に
『
西
宮
記
』『
小
右
記
』
等

の
平
安
時
代
の
古
記
録
に
は
「
檳
榔
毛
車
」
と
あ
り
、
天
皇
が
乗
る
車
の

箱
の
部
分
の
表
面
に
も
ビ
ロ
ウ
の
葉
が
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

践
祚
大
嘗
祭
に
お
い
て
天
皇
の
禊
ぎ
の
た
め
に
川
原
に
建
て
ら
れ
る
仮

屋
は
「
百ひ
ゃ
く
し
ち
ょ
う

子
帳
」
と
称
さ
れ
、
そ
の
屋
根
は
檳
榔
で
葺
か
れ
ま
し
た
。

　

ク
バ
は
南
島
に
お
い
て
は
神
木
と
し
て
重
視
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
古
代

日
本
で
も
檳
榔
の
葉
は
神
聖
な
も
の
と
み
な
さ
れ
、
専
ら
天
皇
と
の
関
わ

り
で
用
い
ら
れ
て
い
た
よ
う
で
す
。

　

た
だ
ビ
ロ
ウ
に
つ
い
て
は
、
南
島
か
ら
の
貢
上
を
直
接
裏
付
け
る
史
料

も
な
け
れ
ば
、
考
古
遺
物
と
し
て
も
残
り
に
く
い
た
め
遺
跡
か
ら
出
土
す

る
こ
と
も
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
ビ
ロ
ウ
は
西
日
本
に
も
生
育
し
て
い
ま

す
。
檳
榔
の
産
地
の
北
限
は
紀
伊
国
（
和
歌
山
県
）
の
よ
う
で
す
が
、

『
延
喜
式
』
に
よ
れ
ば
、
伊
予
国
（
愛
媛
県
）
は
年
料
別
貢
雑
物
と
し
て

檳
榔
の
葉
を
貢
上
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
し
た
が
っ
て
ビ
ロ
ウ
は

赤
木
や
ヤ
コ
ウ
ガ
イ
の
よ
う
に
南
島
の
産
物
と
し
て
取
り
上
げ
る
に
は
不

安
も
あ
り
ま
す
が
、『
小
右
記
』
長
和
三
年
（
一
〇
一
四
）
十
二
月
二
十
五

日
条
に
は
、
檳
榔
が
得
難
い
状
況
に
あ
っ
た
こ
と
が
見
え
ま
す
の
で
、
西

日
本
に
在
る
檳
榔
が
不
足
す
れ
ば
、
檳
榔
の
豊
富
な
南
島
か
ら
調
達
す
る

こ
と
も
あ
り
え
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
ま
す
。

　

藤
原
実
資
の
日
記
『
小
右
記
』
に
は
、
万
寿
四
（
一
〇
二
七
）
年
に
肥

前
守
惟こ
れ
む
ね
た
か
し
げ

宗
貴
重
か
ら
、
檳
榔
三
百
把
が
実
資
の
も
と
へ
贈
ら
れ
て
き
た
こ

と
が
見
え
ま
す
。
ま
た
『
小
右
記
』
長
元
二
年
（
一
〇
二
九
）
八
月
二
日

条
に
は
、
大
隅
国
の
藤
原
良
孝
か
ら
実
資
の
も
と
に
赤
木
二
切
・
檳
榔

三
百
把
・
夜
久
貝
五
十
口
が
贈
ら
れ
た
こ
と
が
見
え
ま
す
。
特
に
藤
原
良

孝
が
贈
っ
た
、
赤
木
、
ヤ
コ
ウ
ガ
イ
は
南
島
産
で
す
か
ら
、
檳
榔
も
同
じ

南
島
か
ら
入
手
し
た
可
能
性
が
高
い
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

交
易
品
は
こ
れ
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
、
法
螺
貝
、
硫
黄
な
ど
も
考
え
ら

れ
ま
す
。
あ
る
い
は
海
ガ
メ
の
一
種
の
タ
イ
マ
イ
も
南
島
の
海
で
も
捕
獲

さ
れ
る
た
め
、
可
能
性
と
し
て
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

以
上
、
南
島
の
産
物
を
挙
げ
て
み
ま
し
た
が
、
大
宰
府
跡
か
ら
出
土
し

た
南
島
名
が
記
さ
れ
た
木
簡
に
括
り
付
け
ら
れ
て
い
た
産
物
と
し
て
最
も

可
能
性
が
高
い
の
は
、
史
料
的
に
産
地
、
貢
上
過
程
、
用
途
が
は
っ
き
り

し
て
い
る
「
赤
木
」
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

い
ず
れ
に
し
ま
し
て
も
、
南
島
は
日
本
古
代
国
家
で
は
版
図
外
に
置
か

れ
て
い
ま
し
た
が
、
南
島
の
産
物
が
日
本
に
貢
進
さ
れ
た
り
交
易
さ
れ
た

り
す
る
中
で
関
係
性
が
保
た
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

四
　
南
島
の
変
容
と
キ
カ
イ
ガ
シ
マ

　

寛
元
元
年
（
一
二
四
三
）
に
、
中
国
・
宋
朝
に
渡
っ
た
慶
政
と
い
う
僧

侶
が
当
時
の
船
頭
や
僧
侶
か
ら
聞
き
取
り
を
し
て
ま
と
め
た
『
漂
到
流
球
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国
記
』
と
い
う
史
料
に
、
肥
前
国
小お

ち

か
置
賀
島
を
出
発
し
た
船
が
、
途
中
、

猛
烈
な
風
に
あ
お
ら
れ
て
、
あ
る
島
に
流
れ
着
い
た
時
、
乗
船
者
は
皆
、

漂
着
し
た
と
こ
ろ
が
ど
こ
な
の
か
わ
か
ら
ず
、
あ
る
人
は
「
貴
賀
国
」
だ

と
い
い
、
あ
る
人
は
「
南
蕃
国
」
だ
と
い
い
、
あ
る
人
は
「
流
球
国
」
だ

と
言
っ
た
が
、
最
終
的
に
は
「
流
球
国
」
で
あ
る
こ
と
を
悟
り
、
落
胆
し

た
、
と
い
う
記
事
が
見
え
ま
す
。
こ
れ
は
当
時
の
知
識
人
・
僧
侶
の
南
島

の
認
識
を
示
す
も
の
で
す
が
、「
貴
賀
国
」
は
喜
界
島
、「
南
蕃
国
」
は
奄

美
島
、「
流
球
国
」
は
沖
縄
島
を
指
す
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
「
流
球
国
」
は
、
天
平
勝
宝
期
に
鑑
真
を
乗
せ
た
遣
唐
使
船
が
寄
港
し

た
「
阿
児
奈
波
島
」
す
な
わ
ち
沖
縄
島
で
す
が
、『
漂
到
流
球
国
記
』
で

は
人
を
食
ら
う
鬼
の
住
む
島
と
し
て
登
場
し
ま
す
。
こ
れ
は
「
隋
書
」
流

求
伝
に
食
人
の
風
習
が
見
え
る
こ
と
か
ら
リ
ュ
ウ
キ
ュ
ウ
と
聞
い
た
だ
け

で
こ
の
よ
う
に
誤
っ
た
観
念
を
持
つ
知
識
人
が
い
た
た
め
で
す
。
も
っ
と

も
リ
ュ
ウ
キ
ュ
ウ
が
沖
縄
島
を
指
す
か
台
湾
を
指
す
か
史
料
に
よ
っ
て
判

断
が
わ
か
れ
ま
す
が
、『
漂
到
流
球
国
記
』
の
流
球
国
は
明
ら
か
に
沖
縄

島
の
こ
と
で
す
。
し
か
し
十
三
世
紀
の
沖
縄
島
の
内
実
は
こ
の
よ
う
な
も

の
で
は
な
く
、
按
司
が
支
配
す
る
い
く
つ
か
の
ク
ニ
が
存
在
し
、
防
御
的

な
大
型
グ
ス
ク
も
築
か
れ
る
よ
う
に
な
り
、
中
国
か
ら
博
多
へ
と
向
か
う

貿
易
船
が
寄
港
し
、
琉
球
の
商
人
の
活
発
な
商
業
活
動
も
推
測
さ
れ
る
よ

う
な
、
ま
さ
に
琉
球
国
成
立
の
胎
動
期
で
あ
り
ま
し
た
。

　
「
南
蕃
国
」
と
さ
れ
た
奄
美
島
は
、
十
世
紀
の
終
末
に
再
登
場
し
ま
す

が
、
か
つ
て
律
令
国
家
に
よ
る
南
島
支
配
の
拠
点
的
存
在
で
あ
っ
た
奄
美

か
ら
は
想
像
で
き
な
い
豹
変
し
た
姿
で
現
れ
ま
す
。『
小
右
記
』
に
よ
れ

ば
、
長
徳
三
年
（
九
九
七
）
の
「
先
年
」
に
、
奄
美
島
の
人
が
大
隅
国
の

人
四
〇
〇
人
を
拉
致
す
る
で
き
ご
と
が
あ
り
、
九
九
七
年
に
は
奄
美
島
の

人
が
武
器
を
持
ち
船
に
乗
っ
て
や
っ
て
来
て
、
国
や
島
の
海
夫
等
を
掠
奪

し
、
筑
前
・
筑
後
・
薩
摩
・
壱
岐
・
対
馬
で
殺
害
、
放
火
、
掠
奪
を
行
っ

た
。
ま
た
当
国
の
人
と
の
合
戦
で
多
く
の
奄
美
人
が
矢
に
あ
た
っ
て
死
傷

し
た
が
、
当
国
の
人
々
も
お
よ
そ
三
〇
〇
人
が
拉
致
さ
れ
た
と
言
い
ま

す
。
大
宰
府
管
内
の
複
数
の
国
・
島
を
襲
撃
し
た
の
は
、「
高
麗
国
の

人
」
で
あ
る
と
か
「
南
蛮
人
」
で
あ
る
と
か
、
誤
報
も
飛
び
交
う
な
ど
騒

然
と
し
ま
し
た
が
、
結
局
は
南
蛮
人
で
あ
る
こ
と
、
そ
し
て
そ
の
南
蛮
人

は
奄
美
島
人
で
あ
る
こ
と
が
確
定
さ
れ
ま
す
。

　
「
貴
賀
国
」
は
「
貴
賀
之
島
」（『
新
猿
楽
記
』）、「
貴
駕
島
」（『
日
本
紀

略
』）
と
も
記
さ
れ
、
い
ず
れ
も
キ
カ
イ
ガ
シ
マ
の
当
て
字
で
、
現
在
の

喜
界
島
の
こ
と
で
す
が
、
南
蛮
（
奄
美
島
）
人
の
襲
撃
事
件
が
き
っ
か
け

で
文
献
史
料
に
初
め
て
現
れ
ま
す
。『
日
本
紀
略
』
に
は
、
長
徳
四
年

（
九
九
八
）
に
、
大
宰
府
が
貴
駕
島
に
下
知
し
て
南
蛮
を
捕
え
進
め
さ
せ

る
こ
と
を
中
央
政
府
へ
言
上
し
、
さ
ら
に
翌
年
の
長
保
元
年
（
九
九
九
）

に
も
引
き
続
き
南
蛮
の
賊
の
追
討
を
命
じ
た
こ
と
を
言
上
し
た
と
あ
り
ま

す
。『
日
本
書
紀
』
や
『
続
日
本
紀
』
の
南
島
記
事
に
一
度
も
出
て
こ
な

か
っ
た
喜
界
島
が
、
突
如
と
し
て
大
宰
府
か
ら
南
蛮
賊
徒
（
奄
美
島
人
）

の
追
補
を
命
じ
ら
れ
る
と
い
う
形
で
歴
史
の
舞
台
に
初
め
て
登
場
す
る
こ

と
に
な
っ
た
の
で
す
。

　

こ
の
よ
う
に
十
世
紀
後
半
に
史
料
に
再
び
登
場
す
る
南
島
は
、
八
世

紀
・
九
世
紀
に
見
え
る
よ
う
な
南
島
と
は
全
く
様
相
が
異
な
り
ま
す
。
特

に
喜
界
島
の
動
向
に
つ
い
て
は
、
に
わ
か
に
信
じ
が
た
い
と
こ
ろ
が
あ
り

ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
二
〇
〇
三
年
か
ら
始
ま
っ
た
喜
界
島
城ぐ

す
く久
遺
跡
群
の
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発
掘
調
査
に
よ
っ
て
現
実
味
を
帯
び
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

五
　
喜
界
島
の
城
久
遺
跡
群
の
発
見
と
意
義

　

城
久
遺
跡
群
と
は
標
高
九
〇
～
一
六
〇
メ
ー
ト
ル
の
海
岸
段
丘
上
に
立

地
す
る
、
山や
ま

田だ

中な
か
に
し西
・
山や
ま

田だ

半は
ん

田た

・
半は
ん

田た

口ぐ
ち

・
小こ

ハ
ネ
・
前ま
え
は
た畑
・
大お
お

ウ

フ
・
半は
ん

田た

・
赤あ
が
れ
ん連
遺
跡
の
総
称
で
す
。

　

こ
れ
ら
の
遺
跡
か
ら
は
、
越え
つ

州し
ゆ
う

窯よ
う
け
い系
青せ
い

磁じ

や
白は
く

磁じ

な
ど
中
国
陶
磁

器
、
初
期
高こ
う
ら
い麗
青せ
い

磁じ

・
朝
鮮
産
無む

秞ゆ
う

陶と
う

器き

（
高
麗
陶
器
）
な
ど
朝
鮮
半
島

産
陶
磁
器
の
ほ
か
に
、
長
崎
県
西に
し

彼そ
の
ぎ杵
半
島
で
産
出
さ
れ
る
滑か
つ
せ
き石
を
刳く

り

抜
い
て
製
作
し
た
滑
石
製
石
鍋
（
煮に

炊た
き

容
器
）
や
本
土
産
土
器
（
須す

恵え

器き

・
土は

じ

き
師
器
）
が
大
量
に
出
土
し
て
い
ま
す
。
ま
た
同
じ
奄
美
諸
島
の
徳

之
島
伊
仙
町
で
生
産
さ
れ
た
カ
ム
ィ
ヤ
キ
が
大
量
に
出
土
す
る
の
に
対
し

て
在
地
土
器
の
兼
久
式
土
器
が
ほ
と
ん
ど
出
土
し
な
い
と
い
う
、
き
わ
め

て
外
来
的
な
要
素
が
濃
厚
な
遺
跡
な
の
で
す
。
調
査
研
究
が
進
む
に
つ
れ

城
久
遺
跡
群
は
九
世
紀
か
ら
十
五
世
紀
頃
ま
で
営
ま
れ
て
い
ま
し
て
、
三

時
期
に
ピ
ー
ク
が
あ
り
、
第
一
期
は
九
世
紀
か
ら
十
一
世
紀
前
半
に
あ
た

り
、
こ
の
時
期
は
大
宰
府
の
出
先
機
関
の
よ
う
な
、
何
ら
か
の
行
政
的
な

組
織
が
置
か
れ
て
い
た
可
能
性
が
高
い
と
見
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
う
で
あ

れ
ば
大
宰
府
が
南
蛮
賊
徒
の
捕
進
を
喜
界
島
に
命
じ
た
こ
と
も
理
解
で
き

ま
す
。
第
二
期
は
十
一
世
紀
後
半
か
ら
十
二
世
紀
ま
で
で
、
遺
跡
の
隆
盛

期
に
あ
た
り
、
喜
界
島
が
交
易
活
動
の
拠
点
と
な
っ
て
い
た
と
見
ら
れ
て

い
ま
す
。『
新
猿
楽
記
』
に
見
え
る
商
人
の
主
領
・
八
郎
真
人
が
「
貴
賀

が
島
」
に
渡
っ
て
交
易
し
て
い
た
時
期
と
重
な
り
ま
す
。
第
三
期
は
十
三

世
紀
か
ら
十
五
世
紀
ま
で
で
、
遺
跡
の
規
模
が
縮
小
し
、
立
地
も
標
高
の

低
い
東
シ
ナ
海
側
に
形
成
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
城
久
遺
跡
群
の
衰

退
期
で
、
役
割
の
終
焉
を
意
味
し
ま
す
。

お
わ
り
に

　
『
日
本
書
紀
』『
続
日
本
紀
』
な
ど
の
正
史
は
、
支
配
者
側
の
中
華
思
想

に
立
っ
て
書
か
れ
て
い
る
た
め
、
版
図
外
の
異
域
で
あ
る
南
島
か
ら
の
視

点
で
日
本
古
代
の
王
権
や
律
令
国
家
と
の
関
係
を
描
く
こ
と
は
な
か
な
か

困
難
な
こ
と
で
す
が
、
赤
木
な
ど
南
島
産
物
の
交
易
を
め
ぐ
る
問
題
が
一

つ
の
指
標
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
ま
す
。『
続
日
本
紀
』
神

亀
四
年
（
七
二
七
）
以
後
、
南
島
人
の
来
朝
記
事
は
な
く
な
り
、『
続
日

本
紀
』
天
平
勝
宝
六
年
三
月
条
に
「
奄
美
島
」
の
語
が
見
え
る
の
を
最
後

に
南
島
に
関
す
る
記
事
は
正
史
か
ら
完
全
に
姿
を
消
し
ま
す
。
し
か
し
記

事
が
見
え
な
く
な
る
か
ら
と
い
っ
て
、
古
代
日
本
と
南
島
と
の
関
係
が
断

絶
し
た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
、
交
易
を
通
じ
て
関
係
性
は
維
持
さ
れ

て
い
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

十
世
紀
末
に
発
生
し
た
「
南
蛮
人
」
の
大
宰
府
管
内
諸
国
襲
撃
事
件

と
、
大
宰
府
か
ら
南
蛮
人
の
捕
進
を
命
じ
ら
れ
た
喜
界
島
の
存
在
な
ど
、

八
世
紀
ま
で
に
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
南
島
の
変
化
の
有
り
様
も
、
背
景
に

は
交
易
を
め
ぐ
る
問
題
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。
藤
原
頼
長
の
日
記

『
台
記
』
の
天
養
二
年
（
一
一
四
五
）
の
条
に
は
、
大
宰
府
管
内
に
住
む

民
は
、
過
去
に
略
奪
を
行
い
、
捕
進
の
対
象
と
な
っ
た
南
蛮
人
（
奄
美
島

人
）
が
大
宰
府
に
や
っ
て
く
る
こ
と
を
好
意
的
に
、
親
近
感
を
も
っ
て
迎

え
て
い
た
こ
と
を
窺
わ
せ
る
記
事
が
見
え
ま
す
が
、
こ
う
し
た
こ
と
も
交

易
を
通
し
た
交
流
関
係
が
あ
っ
た
た
め
と
考
え
る
と
理
解
で
き
ま
す
。
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城
久
遺
跡
群
が
交
易
活
動
の
拠
点
と
し
て
の
役
割
を
失
う
十
三
世
紀
か

ら
十
五
世
紀
頃
に
は
、
南
方
の
沖
縄
島
で
大
き
な
動
き
が
み
ら
れ
ま
す
。

各
地
に
出
現
し
た
按
司
が
グ
ス
ク
を
構
え
て
一
定
地
域
を
支
配
す
る
小
国

が
で
き
、
そ
れ
が
北
山
、
中
山
、
南
山
の
三
山
に
収
斂
さ
れ
、
や
が
て
中

山
の
尚
巴
志
に
よ
っ
て
三
山
が
統
一
さ
れ
琉
球
国
が
成
立
し
ま
す
。
そ
の

後
、
琉
球
国
は
北
へ
の
版
図
拡
大
を
図
り
、
奄
美
諸
島
を
征
討
し
て
い
き

ま
す
が
、
最
後
ま
で
激
し
く
抵
抗
し
た
の
が
喜
界
島
で
し
た
。
し
か
し
そ

の
鬼
界
島
も
一
四
七
五
年
、
自
ら
軍
兵
を
率
い
て
征
戦
し
た
琉
球
の
尚
徳

王
に
よ
っ
て
征
服
さ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
以
後
、
古
代
日
本
に
お
い
て
版

図
外
に
位
置
づ
け
ら
れ
な
が
ら
も
日
本
と
一
定
の
関
係
を
保
っ
て
き
た
奄

美
諸
島
は
、
沖
縄
島
を
中
心
と
す
る
琉
球
国
と
い
う
独
立
国
家
の
版
図
に

入
り
、
王
府
の
支
配
を
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。


